
※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

１

Facebook に本会の活動を随時投稿しています　

 長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多くの人々

は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子

どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。

 本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さん

を募集しております。

 思えば 77 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ

ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようにな

りました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。

発行日：2022年（令和４年）８月１日　 会報 第124号

 子ども１人につき １年間３万円。
・内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
  子どもへ直接支援する額＝12,600円（42％）
　年会費（会の運営に回す額）＝17,400円（58％）
・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくても子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】

　

５
月
20
日
〜
６
月
13
日
、カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
ま

し
た
。１
月
に
続
き
今
年
２
度
目
の
訪
問
で
し
た
。

　

日
本
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
両
国
と
も
に
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、両
国
空
港
と
も
に
出
入
国
緩

和
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
、旅
行
者
に
と
り
大
き
な
救
い
で

し
た
。　　
　
　
　

　

行
き
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
入
国
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

の
提
示
の
み
、帰
国
時
は
現
地
で
行
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陰

性
証
明
書
の
提
示
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、現
地
で
行
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
万
一
陽
性
判
定

さ
れ
る
と
、２
週
間
の
ホ
テ
ル
隔
離（
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
場

合
は
自
己
負
担
）と
な
り
、帰
り
の
航
空
券
も
無
駄
に
な

る
な
ど
、不
安
要
素
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
も
事
実
、通

常
渡
航
は
ま
だ
難
し
そ
う
で
す
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
５
月
か
ら
雨
季
に
入
り
、ほ
ぼ
毎
日
の

よ
う
に
ス
コ
ー
ル（
豪
雨
）に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。排
水
溝

が
少
な
い
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
街
は
あ
っ
と
い
う
間
に
冠
水
、

ボ
ー
ト
で
移
動
す
る
人
も
現
れ
ま
し
た
。雨
の
後
は
少
し

涼
し
く
な
り
ま
す
が
、日
中
は
35
度
を
超
え
る
猛
暑
日

が
続
き
ま
し
た
。

　

今
度
の
旅
は
、通
常
会
務
の
ほ
か
に
、思
い
が
け
な
い

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。６
月
５
日
に
は
５
年

に
一
度
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
、事
前
の
激

し
い
選
挙
戦
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。結
果
は

政
権
与
党
の
圧
勝
で
し
た
が
、そ
れ
で
も
野
党
勢
力
が

予
想
以
上
に
票
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
に
近
い
10
日
に
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
を

代
表
し
て
フ
ン
・
マ
ネ
ッ
ト
陸
軍
司
令
長
官
が
、長
年
に

わ
た
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
活
動
を
評
価
し
て
く
だ
さ
り
、

本
会
に
友
好
勲
章
を
授
与
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
栄
誉
を
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
分
か
ち
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
い
つ
も
よ
り
長
い
滞
在
に
つ
き
、今
ま
で
行
っ

た
こ
と
の
な
い
地
方
に
も
足
を
伸
ば
し
、素
晴
ら
し
い
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
会
報
に
て
、順
次
レ

ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

往
復
便
は
韓
国
経
由
で
し
た
が
、帰
国
時
に
プ
ノ
ン
ペ

ン
国
際
空
港
で

搭
乗
し
た
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
の
技

能
実
習
生
と
お

ぼ
し
き
同
じ
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
軍

団
は
、経
由
地
の

韓
国
で
み
ん
な

降
り
て
し
ま
い

ま
し
た
。一
抹
の

寂
し
さ
を
覚
え

た
瞬
間
で
し
た
。

　６月10日、カンボジアのカンダール県アン

スノール地区に於いて医薬品回収工場の開所

式が行われ、カンボジア政府からフン・マ

ネット陸軍司令長官が主賓で招かれた。

　その席上フン・マネット氏が、本会に対し

「カンボジア友好勲章」を授与され、本会を

代表し根岸理事長がこれを受領した。20年以

上の長きにわたり、カンボジアの復興を側面

より支援してきた本会への感謝の証である。

　主賓のフン・マネット氏はフンセン

首相の長男で、人民党（政権与党）か

らフンセン首相の後継者として指名を

受けた、事実上の現政権ナンバー２。

　この栄誉を理事長を筆頭に、陰に陽

に本会を支えてくださった会員たちと

分かち合いたい。この受章を機に更な

る精進を積み重ね、カンボジアとの関

わりを継続して支援と交流の輪を広げ

て参りたい。

里
親
さ
ん
あ
り
が
と
う

出発を待つ韓国行き技能実習生

フン・マネット氏が
　「カンボジア友好勲章」を授与
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Royal park condo,Street 608, Toul kok,
Phnompenh,Cambodia

今
年
２
度
目
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
は
感
動
の
旅
で
し
た

今
年
２
度
目
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
は
感
動
の
旅
で
し
た

根

岸

恒

次

根

岸

恒

次

時期首相候補のフン・マネット氏(左)

マスクをして講演しました

工場の開所式に約千人が集いました

　５月９日、「所沢中央ロータリー

クラブ」（埼玉県所沢市）の例会が

「ベルヴィザ・グラン」（所沢市星

の宮）で行われ、クラブ員など約20

人が集った。

　根岸理事長が卓話講師として招聘

され、「カンボジア支援について」

の演題で短く講演した。初めて聞く

カンボジアのお話を、皆さん真剣に

聞いてくださった。

３年ぶりに「カンボジア・フェスティバル」開催

カンボジア製品がよく売れました
　５月３日～４日、代々木公園イベント広場

（東京都渋谷区）にて「カンボジア・フェス

ティバル2022」が開催、本会も出店した。

３年ぶりの開催だったが、コロナ明けでもあ

り前回比較で半数程度の出店数だった。

　両日とも晴天に恵まれ沢山の方々が来場、

久方ぶりの開催ということもありカンボジア

製品が飛ぶように売れて、１日目で大半売り

つくしてしまうほどの盛況ぶりだった。

　久しぶりの開催で会員さんらも大勢集ま

り、旧交を温めていた。

所沢中央ロータリークラブで講演
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本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました

　最近カンボ

ジアは雨がよ

く降ります。

毎年５月～11
月まで雨季で

すが、最近は

毎日のように

スコール（集

中豪雨）があ

り、そのたび

にプノンペン

の道路は川の

ようになります。私のバイクも、水の中

を走ったら故障してしまいました。

　道だけでなく、商店や自宅にも水が入

り、水をかき出すのが大変です。　　　

　日本のＪＩＣＡの支援で排水工事が行

われましたが、それでも間に合わない程

の豪雨です。　　　

　プノンペンの街は大洪水

カ
ン
ボ
ジ
ア
初
の
点

字
ブ
ロ
ッ
ク

　
コ
ン
ポ
ン
ス

プ
ー
県
の
山
の

中
に
行
く
と
、

炭
焼
き
用
に
伐

採
し
た
木
を
運

ぶ
運
搬
車
に
何

台

も

出

会

っ

た
。
熱
帯
な
の

で
木
の
成
長
も

早
い
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
伐
採

し
て
い
け
ば
﹁
は
げ
山
﹂
に
な
ら
な
い
だ

ろ
う
か
と
気
に
か
か
る
。
植
林
し
て
い
る

と
は
思
う
が
。

炭
焼
き
用
の
樹
木
を

伐
採

　
地
方
の
道
を

走

っ

て

い

る

と
、
時
々
牛
の

大

群

に

出

会

う
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
道
は
車
専

用
で
は
な
く
、

牛
が
歩
く
道
で

も
あ
る
。
じ
っ

と
我
慢
し
て
通

り
過
ぎ
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
の
ど
か
な
風

景
。
か
つ
て
日
本
も
こ
ん
な
時
代
が
あ
っ

た
。 牛

の
大
群

　
コ
ロ
ナ
禍

で
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
内
の
乗

合
い
バ
ス
の

数
が
減
っ
て

い
た
が
、
コ

ロ
ナ
も
落
ち

着
い
た
た
め

増
発
し
た
よ

う
だ
。
こ
の

機
会
に
初
め

て
乗
っ
て
み
た
が
、
と
て
も
快
適
だ
っ
た
。

料
金
も
安
く
エ
ア
コ
ン
も
効
い
て
い
る
。
日

本
と
中
国
が
こ
の
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

乗
合
い
バ
ス
増
発

　
世
界
遺
産
の

街
﹁
シ
ェ
ム
リ

ア
ッ
プ
﹂
は
街

中
の
道
路
が
整

備
さ
れ
た
が
、

そ
の
一
環
で
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
が

お

目

見

え

し

た
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
ま
だ
敷
設
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
初
と
言
え

そ
う
。
視
覚
に
し
ょ
う
が
い
を
持
つ
方

も
安
心
し
て
街
に
出
ら
れ
そ
う
だ
。

現地スタッフレポート

ついにボートが登場

　この程・ンボジアの小学校

に、大型手押しポンプ式井戸

２基が完成した。

　完成したのは、岩浪千恵様

（東京都青梅市在住の個人会

員）寄贈の「ボーセット小学

校」（コンポンスプー県ボー

セット郡、生徒数＝496人）、

武藤和義（82歳）・康代（73

歳）様（長崎県長与町在住の

里親会員）寄贈の「モンコル

ミアンチェイ小学校」（コン

ポンスプー県ボーセット郡、

生徒数＝438人）、の２つの小

学校。

　５月25日、２年半ぶりにカ

ンボジアを訪問した及川副理

事長、１月にも訪問した根岸理事長が２校を訪問、井戸の完成

を見届け性能点検した上で贈呈式を行い、完成を祝った。

　井戸の深さは平均して約40メートル、ヒ素などの水質検査を

実施しているので、生徒や村民には安心・安全な井戸水を提供

している。

焼きたまご売りの
ムッ君

岩浪千恵様寄贈の井戸

武藤和義・康代様寄贈の井戸

　本会が2009年、カンボジア・コンポンスプー県に開設

した児童養護施設「夢ホーム」は諸事情により2020年に

閉園したが、この間30人以上の子どもたちが卒園して社

会に巣立っていった。

　卒園した子どもたちの多くは立派に

成長し、社会で活躍している。

　2009年の夢ホーム開設当初に入園

したクリム・クリル君（愛称＝ムッ

君）。両親がいなかったので同県ウド

ン郡から小学６年生の時入園、2015

年に高校を卒業して退園、その後鈴木

千雄さん（故人）のお世話を受けプノ

ンペン市内の板金関連の会社で丁稚奉

公、鈴木さんが亡くなったため会社をやめ、プノンペン

国際空港で荷物運搬の仕事に就いた。

　コロナで仕事がなくなり、現在は旧夢ホームの敷地に

あるレストランで、焼きたまごを作り売っている。まだ

まだ長い人生、発奮を期待している。　

クリム・クリル君（27歳）

カンボシアの小学校に井戸が２基完成

（スレイニッチ・現地スタッフ）

田
植
え
が
始
ま
る

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
５
月
頃
か
ら
雨
季
に
入

り
、
毎
日
の
よ
う
に
雨
が
降
っ
て
い
る
。

早
い
所
で
は
す
で
に
田
植
え
が
始
ま
っ
て

い
た
が
、
全
国
的
に
は
田
ん
ぼ
に
水
を
蓄

え

て

い

る

段

階
。
カ
ン
ボ
ジ

ア

の

雨

は

ス

コ

ー

ル

︵

豪

雨
︶
で
都
会
で

は
洪
水
に
な
っ

て
し
ま
う
が
、

地
方
に
と
っ
て

は
恵
み
の
雨
。

田植え田植え

もう勘弁してもう勘弁して

樹木伐採樹木伐採

乗り合いバス乗り合いバス

　６月１日、プノンペン市内の「ワットコフ

小学校」（生徒数＝380人）を根岸理事長と

及川副理事長が訪問、２年半ぶりに出前授業

を行った。

　今回は５年生クラス（50人）を訪問。及川

副理事長が用意した投影機を活用、白いシー

ツのにわかスクリーンで本会の活動、日本の

小学校の現状などを映像で紹介した。生徒の

皆さんは興味深そうに観ていた。

　最後に、本会が用意した学用品セット、及

川副理事長が用意した高級鉛筆などをクラス全員に寄贈、次回の訪問を約束した。

久しぶりの出前授業
　根岸理事長のカンボジア訪問に同行

した遠藤啓さん（静岡県伊豆の国市在

住の個人会員）は、カンボジア滞在中

に４つの小学校を訪問、約800人の生

徒たちのクラス別集合写真を撮り、全

員に届けた。これにかかる経費は全て

自己負担、20年の長きにわたり継続し

ている。

　今回の訪問では、根岸理事長に同行し

て「友好勲章授与式」を始めとし、沢山

の場面を写真に収めてくれた。感謝！

クラスの集合写真を８００人にお届け

　６月２日、本会が教育支援する小学校の

中で最も里子数が多い「プレチーク小学

校」（トゥボンクモム県、生徒数＝666人・

幼稚園児含む）を根岸理事長と及川副理事

長が２年半ぶりに訪問、平田小学校（岩手

県釜石市）の生徒たちが描いた絵や版画を

届けた。及川副理事長より、各教室に飾っ

てくれるよう、先生に依頼した。

　コロナ禍でしばらく中断していた絵画交

流が、再び復活しそうだ。

日本の子どもたちが描いた絵画を届ける
　６月７日～８日、地方の村

で暮らす里子を訪問、日本に

いる教育里親さんから預かっ

たプレゼントやレターを届け

たが、その際に、日本の会員

さんから預かったぬいぐるみ

などを村の子どもたちに届け

た。

　子どもたちは、思いがけな

いプレゼントを喜んでいた。

村の子どもたちにプレゼント

生徒に集合写真を配る遠藤 啓さん

くす玉(折り紙)をもらいました

会の活動を説明する及川副理事長

日本の小学校生徒たちが描いた
絵画をもらいました

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
で

ゴ
ミ
箱
設
置

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
街
が
き
れ
い
に
な
っ
た
。

各
家
庭
に
ゴ
ミ
箱
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
市
民
の
環
境
美
化
や
衛
生
に
関
す
る
意

識
が
変
化
し
て
い

る
よ
う
だ
。

　
ま
だ
ゴ
ミ
が
散

乱
し
て
い
る
場
所

も
多
く
見
か
け
る

の
で
、
先
ず
は
一

歩
前
進
と
い
っ
た

と
こ
ろ
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク

ゴミ箱ゴミ箱



2022年（令和４年）８月１日　＜第12４号＞アンコールワット３

・ 通学用かばん 3,000 円

(手紙はメールで、現地に送ります)

投稿投稿

　世界中に新型コロナが蔓延して、収

束・感染拡大を繰り返しながら３年目の

春を迎えた。

　この間、本会の活動もインターネット

を使い現地とオンラインで結び、希望す

る会員に里子訪問、井戸や学校の贈呈式

の様子を画像中継、週１回の会員相互の

情報交換会等をネット環境が不安定な中

でも、スタッフの方々の手を借りながら

試みてきた。

　渡航が出来ない中にあっては画期的な方法ではあったが、コンピューター社会

から縁遠い「高齢者層」には中々馴染めないものである。

　３月を迎えた頃から世界的にコロナ感染が小康状態になり、各国では人的移動

の規制緩和が図られるようになった。

　私の里子ソペアも今年は中学校の卒業期のはずだが、休校続きで勉強はどうし

ているだろうか。高校進学の希望はあるのだろうか。意思の確認ができないまま

でいる。

　４年前から始まった「学校間の絵画交流」も頓挫したままである。３年前に預

かったままになっている絵画は、描いてくれた生徒たちはもう中学生になったは

ずである。

　どうしても渡航したい、という気持ちが日増しに募り、５月下旬、私はまだ日

本からの直行便が運航されない中、インチョン経由で倍の時間をかけて、単身カ

ンボジアへ出かけた。

　来てみると、同じ思いで渡航した会員仲間がいるではないか。２週間の滞在期

間中、一部仲間と合流しながら、私はズームによる生徒間交流の打診のために学

校を訪問、里子宅の訪問と里子の授業参観、井戸の贈呈式出席、パワーポイント

を使って出前授業の実施、情報収集のため回ったカンポット・ケップ方面、バッ

タンボン・パイリン方面、公共交通機関（バス・電車）の乗車体験等など３年間

のブランクを埋めるかのように、老骨にムチを打ちながら歩き回った。

　滞在中は持参した「抗原検査キッド」で自主検査も密かに行った。帰国時には

国立保健センターでＰＣＲ検査を受け、即日に「陰性証明書」の交付を受けて帰

国した。「案ずるより行動すべし」であった。(続く)　　

副理事長　　及川 英博（岩手県奥州市在住）

　里子を訪ねて六千里

　本会のカンボ
ジア事務所では
現 地 ス タ ッ フ
が、教育里子が
通学する小学校
（25校）を隔月
に訪問、教育里
親様より頂戴し
た年会費の中か
ら６回に分け、
米ドルに換金し

て教育支援金を届けている。
中学校、高等学校に通う教育里子も
出身校の小学校に集まり、支援金を
受け取っている。
　６月15日～６月26日にかけて４月
と５月分を、現地スタッフが各学校
を回り届けた。
　カンボジアの学校は、８月中頃か
ら10月まで長い休み期間に入る

里子への教育支援金を
隔月に届けています

投稿投稿

　カンボジアの首都はプノンペン都です。日本

だと東京都と同じように、立法・行政・司法の

中央官庁が集中しています。

　さて今回は、プノンペンと名付けられた首都

の名前の由来です。

　プノンペン都の中心部の北方に小高い丘があ

り、頂上には歴史ある仏教寺院（ワットプノ

ン）が建っています。

　『プノンペンという名はクメール語で「ペン

（婦人）の丘（プノン）」という意味である。

ペン婦人は信心深い女性で、川を流れてきた仏

像を見つけ、近くの丘に祠を作り仏像を手厚く

祀ったことから「プノンペン」と名付けられ、

それが町の名前になった。その丘はワット・プ

ノン（Ｗat  Phnom）と名付けられ、ペン婦人の像や仏塔が建っている』、ウィ

キペディアからの引用です。

　ワットプノン寺院には観光客の方は行かれますが、ロータリーの外周には言

い伝えを絵画化された物語の彫刻があります。４面あります。中央にはペン婦

人の像が建てられています。こちらもお忘れなく、ご覧になってください。

　尚、ブログ「なかやんのプノンペン滞在記」の今年２月23日の記事で、写真

点数も多く詳しく取り上げています。ご興味ある方はこちらもご訪問ください。

中村 善信（プノンペン在住、喫茶店経営）

　首都プノンペンの名前の由来

教育支援金を
届けました

　
本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り

両
親
や
片
親
を
な
く
し
た
り
、
親
が
い
て
も
貧
し
い
家

庭
環
境
に
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
２
０
０
３
年
に
﹁
ク

メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
﹂
を
創
設
、
現
在
２
８
０
人
の

子
ど
も
た
ち
を
教
育
支
援
し
て
い
る
。

　
今
年
に
入
り
新
学
期
を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
休
校
も
な
く
学
習
に
励
ん
で
い
る
。

　
５
月
28
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
滞
在
中
の
及
川
副
理
事
長
︵
岩
手
県
在
住
の
里
親
会
員
︶

が
里
子
を
訪
問
し
た
。
対
面
で
の
里
子
訪
問
は
、
本
会
と
し
て
も
２
年
半
ぶ
り
と
な

る
。
中
学
校
の
授
業
を
参
観
し
た
後
里
子
の
家
に
行
き
、
久
し
ぶ
り
に
面
会
し
た
。
里

子
は
中
学
３
年
の
女
の
子
、
来
年
は
高
校
受
験
を
目
指
す
と
い
う
。
午
前
中
中
学
校
に

行
き
、
午
後
は
５
か
所
も
の
学
習
塾
に
通
っ
て
い
る
と
い
う
。
将
来
警
察
官
に
な
り
た

い
そ
う
だ
。

　
現
地
訪
問
が
難
し
い
中
、
Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
里
子
訪
問
も
順
調
に
行
っ

て
お
り
、
希
望
す
る
里
親
さ
ん
が
増
え
て
き
た
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
を
。
☎
０
３―

３
９
９
１―
２
８
５
４

プレゼント持参で家庭訪問

　92の日本人男性が、元気かくしゃくとし

てプノンペンに住んでいます。兵庫県出身の

中井隆夫さんです。

　14年前に50歳年下のカンボジア人女性と

結婚されました。翌年に娘さんが生まれ、小

学６年生になっています。

　娘さんは学校の成績優秀で一番も取り、常

に３番以内です。百歳まで、元気でいてほし

いです。

投稿投稿　1００歳まで元気で！
鈴木 春男 （カンボジア　シェムリアップ在住の里親会員）

～ミス・ユニバース・カンボジア２０２２～
春さんのカンボジアレポート

里親会員　　鈴木春男（カンボジア・シェムリアップ在住）

　ミス・ユニバース・カンボジア
2022のコンテストが開催され、
６月15日が決勝戦でした。優勝
者には、18万米ドル相当（約
2,300万円）の王冠が与えられま
す。
　この王冠はカンボジアのラタ
ナキリ宝石で出来ており、製作に
３カ月以上かかったとのことです。
カンボジアの平均年収は2,000ドル（約25万円）ですので、おおよそ90年分
です！
　今回の参加者に、元ミス・グローバル・カンボジアのハン・ソリアン嬢がい
ます。たぐいまれなる美貌ですが、カンボジア女性の顔ではない感じです。
このコンテストにはトランスジェンダーの女性は参加する資格がないとのこ
と。スポーツ競技と同様に、元々の女性が不利になるのでしょう。

ミス・ユニバースコンテスト

元気な中井さん

ペン夫人の像

井戸贈呈式で感謝状を受け取る
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●教育里親会員　　　２０５名
●個人会員　　　　　　７７名
●団体会員　　　　　１０団体
●寄付協力者（随時）　６０名
　合　　　計　　　　３５２名

本会の会員状況をお知らせいたします
（2022年６月末日現在）

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手やビー

ル券やデパートの商品券を集め、活動資金にしてお

ります。皆様の家に眠っているものがございました

ら、ぜひ、ご協力くださいますよう、よろしくお願

い致します。普通郵便で事務局へお送りください。

・ 

教
育
里
親
会
員
　

　
子
ど
も
た
ち
へ
直
接
払
う
年
額

　
　
　
　
　
１
万
２
千
６
百
円︵
42
％
︶

　
会
の
運
営
に
回
す
年
額

　
　
　
　
　
１
万
７
千
４
百
円︵
58
％
︶

正
会
員
と
し
て

教育里親会員　入 会 申 込 書 年 　 月 　 日

き り と り

氏
名

住
所

備
　
考

生 年 月 日

(TEL)

ふ り が な

年 　 　 　 　 月 　 　 　 　 日

〒

１. サポートしてくださる子どもの人数　　[　　　　　　]　人

２. サポートしてくださる子どもの性別　　① 男の子　　　　　　　② 女の子　　　　　　　③ どちらでも

３. その他　[ 具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　

＊入会してくださる方は所定の事項をご記入のうえ、本会事務局までお送りください。　　　　　　

■
５
月
〜
６
月
、根
岸
理
事
長
を
筆
頭
に
５
人
の
本
会
会
員

な
ど
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
、全
員
無
事
に
帰
国
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。訪
問
の
詳
細
は
順
次
、会
報
や
情
報
交
換

会
な
ど
で
報
告
い
た
し
ま
す
。楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

５
月
〜
６
月
、根
岸
理
事
長
を
筆
頭
に
５
人
の
本
会
会
員

な
ど
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
、全
員
無
事
に
帰
国
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。訪
問
の
詳
細
は
順
次
、会
報
や
情
報
交
換

会
な
ど
で
報
告
い
た
し
ま
す
。楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

５
月
〜
６
月
、根
岸
理
事
長
を
筆
頭
に
５
人
の
本
会
会
員

な
ど
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
、全
員
無
事
に
帰
国
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。訪
問
の
詳
細
は
順
次
、会
報
や
情
報
交
換

会
な
ど
で
報
告
い
た
し
ま
す
。楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た「
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」も
無
事
終
わ
り
、ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。毎
年
10
月
に
開

催
さ
れ
て
い
た
お
台
場
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
」、今
年

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。今
の
所
、開
催
可
否
に
つ
い

て
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ろ
そ
ろ
開
催
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た「
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」も
無
事
終
わ
り
、ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。毎
年
10
月
に
開

催
さ
れ
て
い
た
お
台
場
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
」、今
年

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。今
の
所
、開
催
可
否
に
つ
い

て
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ろ
そ
ろ
開
催
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た「
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」も
無
事
終
わ
り
、ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。毎
年
10
月
に
開

催
さ
れ
て
い
た
お
台
場
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
」、今
年

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。今
の
所
、開
催
可
否
に
つ
い

て
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ろ
そ
ろ
開
催
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

■
日
本
や
欧
米
で
物
価
が
高
騰
し
て
い
ま
す
が
、カ
ン
ボ
ジ
ア

も
同
じ
く
ガ
ソ
リ
ン
代
や
諸
物
価
が
値
上
が
り
し
て
い
ま

す
。加
え
て
急
激
な
円
安
が
、現
地
活
動
に
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
す
。こ
こ
は
辛
抱
す
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
が
早
く
安
定
す
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

日
本
や
欧
米
で
物
価
が
高
騰
し
て
い
ま
す
が
、カ
ン
ボ
ジ
ア

も
同
じ
く
ガ
ソ
リ
ン
代
や
諸
物
価
が
値
上
が
り
し
て
い
ま

す
。加
え
て
急
激
な
円
安
が
、現
地
活
動
に
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
す
。こ
こ
は
辛
抱
す
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
が
早
く
安
定
す
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

日
本
や
欧
米
で
物
価
が
高
騰
し
て
い
ま
す
が
、カ
ン
ボ
ジ
ア

も
同
じ
く
ガ
ソ
リ
ン
代
や
諸
物
価
が
値
上
が
り
し
て
い
ま

す
。加
え
て
急
激
な
円
安
が
、現
地
活
動
に
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
す
。こ
こ
は
辛
抱
す
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
が
早
く
安
定
す
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

■
世
界
の
天
気
図
を
見
る
と
、イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
を
経

て
日
本
ま
で
梅
雨
前
線
が
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。カ
ン

ボ
ジ
ア
滞
在
中
も
、ほ
ぼ
毎
日
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。

世
界
の
天
気
図
を
見
る
と
、イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
を
経

て
日
本
ま
で
梅
雨
前
線
が
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。カ
ン

ボ
ジ
ア
滞
在
中
も
、ほ
ぼ
毎
日
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。

■
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６
月
５
日
︵
日
︶
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
５

年
に
一
度
の
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
や
は

り
５
年
に
一
度
の
下
院
議
会
選
挙
︵
日
本
の

衆
議
院
選
挙
に
当
た
る
︶
の
前
年
に
行
わ
れ

る
た
め
、
下
院
議
会
選
挙
の
前
哨
戦
と
し
て

国
の
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
選
挙
は
全
て
政
党
に
投

票
す
る
も
の
︵
日
本
の
比
例
区
︶
、
選
挙

で
個
人
が
選
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た

地
方
選
挙
と
は
言
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ー
ン
長

の
み
に
限
定
、
県
知
事
や
各
議
会
議
員
は

政
府
の
推
薦
で
決
ま
る
そ
う
だ
。

　
投
票
の
結
果
は
与
党
︵
人
民
党
︶
の
圧

勝
に
終
わ
っ
た
が
、
野
党
も
得
票
率
18
％

と
善
戦
し
た
。
何
は
と
も
あ
れ
、
健
全
な

与
・
野
党
が
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果

な
ら
、
そ
れ
を
信
じ
て
受
け
入
れ
る
の
が

賢
明
だ
ろ
う
。

　
私
た
ち
が
丁
度
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
滞
在
中
、
熾
烈
な
選
挙
戦
が

行
わ
れ
た
。
前
々
日
の
３
日
が

ラ
ス
ト
の
選
挙
活
動
日
、
プ
ノ

ン
ペ
ン
市
内
は
選
挙
カ
ー
の
行

列
で
大
渋
滞
だ
っ
た
。
︵
車
列

が
通
り
過
ぎ
る
ま
で
、
30
分
待

た
さ
れ
た
︶

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
選
挙
投

票
日
の
前
後
を
含
む
３
日
間
、

国
民
の
休
日
に
な
る
。
力
の
入

れ
方
が
半
端
で
は
な
い
。
ま

た
、
投
票
日
前
日
と
当
日
は
酒

類
の
販
売
が
禁
止
さ
れ
、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
で
も
酒
の
提
供
が

禁
止
さ
れ
る
そ
う
だ
。
飲
酒
が
投
票
判
断

の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
だ

ろ
う
か
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
、
地
方

に
籍
を
置
い
た
ま
ま
都
会
な

ど
で
働
い
て
い
て
、
投
票
日

前
日
、
地
方
に
帰
る
人
が
多

い
。
︵
そ
の
た
め
投
票
日
前

日
が
休
日
に
な
っ
て
い
る
︶

投
票
率
も
常
に
80
％
位
で
、

国
民
の
関
心
の
高
さ
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
点
は
日
本
人
も
学
ぶ
べ
き

だ
ろ
う
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
、
暗
か
っ
た
現
代
史

を
反
省
し
、
二
度
と
圧
政
や
内
戦
を
繰
り

返
し
た
く
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
唯
一
国

民
が
政
治
に
参
加
で
き
る
選
挙
を
と
て
も

大
切
に
し
て
い
る
。
　

　
日
本
も
、
戦
前
に
お
け
る
軍
部
独
走
を
許

し
て
し
ま
っ
た
結
果
を
顧
み
、
投
票
行
為
の

大
切
さ
を
肝
に
命
じ
る
べ
き
と
思
う
。
投
票

率
50
％
は
情
け
な
い
。
　
　   

︵
根
岸
記
︶

５
年
に
一
度
の
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
る

　本会では、カンボジア在住の日本人や現地スタッフの協力のもと、現地情報をオンライン（Ｚoom）で
紹介する「カンボジア情報交換会」を、原則毎月第１土曜日（又は第２土曜日）の10時～12時に開催して
います。６月は18日、７月は９日に開催しました。
　８月は13日（土）、９月は10日（土）の午前10時～12時
に開催予定ですので、皆様是非ご参加ください。参加・退
出は自由ですので、都合良い時間帯にご参加ください。
　参加を希望する方は事務局までご連絡ください。事務
局から事前に招待メール（IDとパスコード）をお知らせい
たします。スマホやパソコンをお持ちの方なら、どなたで
も参加可能です。

オンライン情報交換会を毎月開催

現地スタッフから
花束をもらいました

楽しい食事会でした

長い車列

与党(人民党)の立て看板

　６月10日、カンダール県内で行われた企業の開所
式典会場で、カンボジア政府が本会に対し「カンボジ
ア友好勲章」を授与してくださった。20年以上にわた
る真摯な支援活動を政府が評価してくれたもので、根
岸理事長が代表してこれを授与させて頂いた。
　受章の翌日にはプノンペン市内の中華料理店で、
普段親しくさせて頂いているカンボジア人の友人や
現地スタッフらが祝賀会を開いてくれた。感謝感激！

写真提供 :  遠藤 啓 様

カンボジア友好勲章受章おめでとう！

子どもたちの笑顔
　好評につき「カンボジアの子どもたちの笑顔」を連
載いたします。５月～６月に遠藤啓さんがカンボジア
を訪問、子どもたちの写真をたくさん撮りました。


